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「桝井ドーフィン」。

↑フラガの果実。
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イ
チ
ジ
ク
の
原
生
地
は
、
ア
ラ
ビ
ア
南

部
の
肥ひ

沃よ
く

な
地
帯
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
耕
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
紀
元
前
５
０

０
０
年
ご
ろ
か
ら
、
野
生
の
イ
チ
ジ
ク
が

利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
北
上
し
て
シ
リ
ア
や
ト
ル
コ

に
伝
わ
り
、
次
い
で
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ

ア
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
紀
元
前

２
０
０
年
ご
ろ
の
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
野
生

の
イ
チ
ジ
ク
と
栽
培
の
イ
チ
ジ
ク
に
分
か

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト

で
は
紀
元
前
２
５
０
０
年
ご
ろ
、
す
で
に

ブ
ド
ウ
と
と
も
に
大
規
模
に
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

中
世
に
な
る
と
、
ア
ラ
ビ
ア
人
に
よ
っ

て
、
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
か
ら
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
モ
ロ
ッ
コ
な
ど
に
も
た
ら

さ
れ
、
乾
イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
が
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
は
、
16
世
紀
に

ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
栽
培
が
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
イ
チ
ジ
ク
と
同
属
の
イ
ヌ

ビ
ワ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
チ
ジ
ク
は
原

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

生
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
に
伝
わ

っ
た
の
は
中
国
か
ら
と
い
う
説
と
、
寛か
ん

永え
い

年
間
（
１
６
３
０
年
）
に
西
南
太
平
洋
諸

島
か
ら
と
い
う
説
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
あ
る
イ

チ
ジ
ク
が
「
唐と
う

柿が
き

」
と
か
「
蓬ほ

う

莱ら
い

柿し

」
と

呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
も
し
か
す
る
と
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

明
治
・
大
正
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
か
ら

新
し
い
品
種
が
導
入
さ
れ
、
本
格
的
な
栽

培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
で
い

っ
た
ん
は
消
滅
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
戦

前
の
水
準
に
戻
り
、
ハ
ウ
ス
栽
培
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
イ
チ
ジ
ク
は
、
多
湿
気
候
の
関

係
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
生
食
用
で
、
欧
米
で

の
乾
果
用
の
大
栽
培
と
違
っ
て
小
規
模
な

栽
培
で
す
。
最
近
は
、
家
庭
果
樹
と
し
て

も
広
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
チ
ジ
ク
は
亜
熱
帯
性
高
木
落
葉
果
樹

で
、
環
境
条
件
が
よ
け
れ
ば
高
さ
20
c
、

幹
周
２
〜
３
c
も
の
大
木
に
な
り
ま
す
。

筆
者
は
こ
の
よ
う
な
大
木
を
、
モ
ロ
ッ
コ

の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
見
て
び
っ
く
り
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
チ
ジ
ク
は
植
え
付
け
後
２
年
目
か
ら

収
穫
で
き
ま
す
が
、
多
湿
の
日
本
で
は
寿

命
が
短
く
、
盛
果
期
間
は
７
〜
15
年
程
度

生
育
生
育
の
特
性
特
性 

で
す
。
葉
か
ら
の
蒸
散
が
多
い
の
で
吸
水

量
も
多
く
、
し
か
も
根
が
比
較
的
浅
い
の

で
、
果
実
の
肥
大
す
る
こ
ろ
に
乾
燥
害
が

発
生
し
や
す
く
な
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

根
は
酸
素
要
求
が
強
く
耐
水
性
が
弱
い
た

め
、
水
分
が
豊
富
で
し
か
も
水
は
け
の
よ

い
土
が
必
要
で
す
。

果
実
は
、
新
し
く
伸
び
た
枝
の
節
ご
と

（
基
部
２
〜
３
節
を
除
く
）
に
つ
き
、
下

か
ら
順
番
に
熟
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を

秋あ
き

果み

と
い
い
ま
す
。
先
端
近
く
の
花
芽
は
、

温
度
不
足
に
よ
り
生
長
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
、

休
眠
に
入
り
ま
す
。
春
が
き
て
暖
か
く
な

る
と
再
び
生
長
を
始
め
、
６
〜
７
月
に
成

熟
し
ま
す
。
こ
の
果
実
を
夏な
つ

果み

と
い
い
ま

す
（
第
２
図
）。

果
実
は
、
初
期
の
盛
ん
な
生
長
の
時
期

を
経
て
、
中
期
の
内
容
充
実
期
に
入
り
ま

す
。
収
穫
の
15
日
く
ら
い
前
に
な
る
と
、
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後
期
の
肥
大
・
成
熟
期
に
入
っ
て
急
激
に

大
き
さ
を
増
し
、
果
肉
が
や
わ
ら
か
く
な

り
成
熟
し
ま
す
。

イ
チ
ジ
ク
は
再
生
力
が
強
い
の
で
、
挿さ

し
木
で
容
易
に
発
根
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
モ
モ
と
同
様
に
連
作
障

害
が
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
同
じ
場
所
に

続
け
て
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

イ
チ
ジ
ク
は
亜
熱
帯
性
で
、
半
砂
漠
地

帯
で
原
生
し
て
い
る
た
め
、
生
育
期
に
は

高
温
と
乾
燥
が
必
要
で
す
。

年
平
均
気
温
が
15
℃
以
上
で
、
冬
の
最

低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
９
℃
以
下
に
な
る
と

寒
害
を
受
け
ま
す
。
日
本
で
は
福
島
県
、

新
潟
県
が
経
済
栽
培
の
北
限
に
な
っ
て
い

ま
す
。
反
対
に
高
温
の
限
界
は
、
38
℃
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
高
温

に
な
る
と
、
生
育
や
果
実
の
品
質
が
悪
く

栽
培
環
境

栽
培
環
境 

な
り
ま
す
。

主
要
産
地
で
あ
る
地
中
海
沿
岸
の
年
間

降
雨
量
は
６
０
０
〜
８
０
０
a
、
４
〜
10

月
の
生
育
期
間
の
雨
量
は
１
０
０
〜
２
５

０
a
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
比
べ
て

日
本
の
年
間
降
雨
量
は
１
０
０
０
〜
２
５

０
０
a
、
生
育
期
間
の
雨
量
は
８
０
０
〜

１
０
０
０
a
で
あ
り
、
本
来
イ
チ
ジ
ク
の

栽
培
に
適
し
て
い
ま
せ
ん
。
最
近
、
イ
チ

ジ
ク
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
が
多
く
な

っ
て
き
た
の
は
、
単
に
早
出
し
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
雨
量
を
制
限
す
る
ね
ら
い
も

あ
る
の
で
す
。

イ
チ
ジ
ク
は
土
質
を
あ
ま
り
選
び
ま
せ

ん
が
、
地
下
水
位
が
高
か
っ
た
り
、
排
水

不
良
の
粘
重
な
土
は
生
育
に
適
し
ま
せ
ん
。

土
の
酸
度
は
pH
７
・
０
〜
７
・
５
の
弱
ア

ル
カ
リ
性
が
適
し
て
い
ま
す
。
肥
料
成
分

と
し
て
石
灰
を
多
く
吸
収
す
る
た
め
、
こ

れ
を
十
分
に
施
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

欧
米
で
の
イ
チ
ジ
ク
栽
培
の
歴
史
は
古

く
、
数
多
く
の
品
種
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
が
乾
果
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
気
候
や
食
習
慣
の
関
係
で
、

乾
果
と
し
て
で
は
な
く
生
食
に
供
さ
れ
ま

す
。
た
だ
、
生
食
用
の
品
種
は
数
が
少
な

く
、
品
種
改
良
も
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
経
済
栽
培
に
は
「
桝ま
す

井い

ド
ー
フ
ィ

ン
」
が
主
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他

で
は
昔
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
「
蓬
莱
柿
」

が
わ
ず
か
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で

す
（
第
１
表
）。

1

苗
木
と
植
え
付
け

通
常
は
挿
し
木
苗
を
植
え
付
け
ま
す
。

栽
培
栽
培 

品
種
品
種 
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第１表　イチジクの代表的品種 

樹勢 樹形 品質 収量 収穫期 果形 果皮色 果肉色 果実大きさ 備　　　　　考 品　種　名 

サンペドロホワイト 

ビオレドーフィン 

蓬莱柿 

アドリアチック 

桝井ドーフィン 

ブルンスウィック 

カドタ 

強 

強 

強 

強 

中 

中 

強 

稍少 

多 

多 

中 

多 

中 

中 

極上 

極上 

中 

上 

中 

上 

極上 

白 

こはく 

鮮赤 

濃赤 

淡紅 

赤褐 

薄紫 

黄緑 

暗紫褐 

薄赤紫 

帯緑黄 

紫褐 

黄褐 

帯緑黄 

円 

短卵円 

短卵円 

卵円 

長卵 

長卵 

卵円 

開張 

開張 

立性 

開張 

開張 

開張 

立性 

大 

大 

中 

大 

夏果　大 
秋果　大 
夏果　大 
秋果　中 
夏果　中 
秋果　中 

６月下旬～７月中旬 

６月下旬～７月上旬 

９月上旬～11月上旬 

８月中旬～10月下旬 

夏果 ７月上旬～８月上旬 
秋果 ８月中旬～10月下旬 
夏果 ７月中旬 
秋果 ８月中旬～10月中旬 
夏果 ７月上旬～８月上旬 
秋果 ８月上旬～10月上旬 

果頂が割れやすい。 

フランス原産。 

在来種で、耐寒性強。 

イタリアの古い品種。 

経済栽培用品種、カリフォルニアから導入。 

ホワイトゼノアと誤称されていた。 

ドッタートの異名がある、イタリアの主力品種。 

夏
果
専
用 

秋
果
専
用 

夏
秋
果
兼
用 

第１図　イチジク果実の断面 
　　　　（桝井ドーフィン） 

目 

表皮 

外果皮 

内果皮 

小花（雌花のみ） 

小花（雌花） 

第２図　夏果と秋果 
なつ み あき み 

秋果 

秋果 

夏果 
夏果 

本年伸びた枝（1年生枝） 

昨年伸びた枝（2年生枝） 

第３図　イチジク苗木の植え付け 

支柱 

60Bぐらいで切る。

敷きわら 
（3月には除く） 

苦土石灰 

粗大有機物 

腐熟堆肥、 
鶏ふん、 
熔成リン肥 



２
〜
３
年
生
の
、
丈
夫
な
枝
で
し
っ
か
り

し
た
芽
を
つ
け
、
細
根
が
多
く
、
虫む
し

瘤こ
ぶ

の

つ
い
て
い
な
い
苗
木
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
位
が
低
く
、
排

水
の
よ
い
場
所
に
、
幅
１

c
、
深
さ
０
・
８
c
ぐ
ら

い
の
大
き
な
穴
を
掘
っ
て
、

完
熟
堆た
い

肥
と
土
、
肥
料
を

交
互
に
埋
め
戻
し
ま
す
。

20
b
ぐ
ら
い
盛
り
土
を
し

て
か
ら
苗
木
を
植
え
付
け
ま
す
。
根
元
に

潅
水
と
敷
き
わ
ら
を
し
て
か
ら
、
苗
木
を

60
b
ぐ
ら
い
に
切
り
返
し
て
お
き
ま
す
。

植
え
付
け
時
期
は
12
月
で
す
が
、
寒
い

地
域
や
冬
の
乾
燥
の
激
し
い
所
で
は
３
月

に
し
ま
す
。
株
間
は
開
心
形
で
５
×
５
c
、

一
文
字
形
な
ら
５
×
２
c
に
し
ま
す
（
58

頁
第
３
図
）。

2

芽
か
き

芽
か
き
は
、
芽
の
段
階
で
将
来
の
枝
を

間
引
く
こ
と
で
、
枝
の
過
繁
茂
を
防
い
で

果
実
の
肥
大
や
着
色
、
糖
度
を
高
め
た
り
、

樹
間
の
通
風
や
透
光
を
よ
く
し
て
病
気
の

発
生
を
少
な
く
す
る
の
が
目
的
で
す
。

第
１
回
目
は
５
月
上
旬
、
葉
数
が
２
〜

３
枚
、
５
〜
６
b
に
伸
び
た
こ
ろ
に
行
い

ま
す
。
第
２
回
目
は
６
月
上
中
旬
で
、
葉

数
が
７
〜
８
枚
、
20
b
ぐ
ら
い
に
伸
び
た

と
き
に
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
芽
（
枝
）

か
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芽
（
枝
）

と
芽
の
間
隔
が
最
終
的
に
は
30
b
に
な
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ひ
こ
ば
え
や
不ふ

定て
い

芽が

は

す
べ
て
切
除
し
ま
す
（
第
４
・
第
５
図
）。

3

潅
水

イ
チ
ジ
ク
の
根
は
酸
素
要
求
が
強
い
の

で
、
地
下
水
位
の
高
い
所
や
排
水
の
悪
い

粘
土
質
の
所
で
は
、
根
の
張
り
が
浅
く
、

夏
の
乾
燥
期
に
は
干
害
を
受
け
て
枯
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
排

水
対
策
が
先
決
で
、
明め
い

渠き
ょ

や
暗あ

ん

渠き
ょ

を
設
け

て
排
水
し
、
根
の
広
が
る
範
囲
を
深
く
、

広
く
し
な
い
と
木
は
育
ち
ま
せ
ん
。

排
水
対
策
の
完
了
後
、
敷
き
わ
ら（
草
）

を
し
て
、
７
〜
８
月
は
１
週
間
ご
と
に
潅

水
を
し
ま
す
。
成
木
１
本
当
た
り
１
回
に

30
〜
40
r
潅
水
し
ま
す
。

4

施
肥

イ
チ
ジ
ク
は
、
発
芽
か
ら
収
穫
ま
で
に

４
カ
月
、
収
穫
が
始
ま
っ
て
か
ら
終
わ
る

ま
で
に
２
カ
月
を
要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

肥
料
の
吸
収
が
長
く
続
く
こ
と
を
考
慮
し

て
施
肥
を
行
い
ま
す
。

元
肥
は
、
11
月
の
落
葉
後
か
ら
12
月
い

っ
ぱ
い
に
、
少
し
寒
い
地
方
で
は
12
月
と

２
月
に
分
け
て
与
え
ま
す
。
有
機
質
肥
料

を
主
体
に
し
て
、
肥
効
が
長
続
き
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。
石
灰
の
吸
収
が
多
い
の
で
、

苦
土
石
灰
を
十
分
に
施
し
ま
す
。
夏
肥
は
、

果
実
の
肥
大
・
成
熟
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

６
月
か
ら
８
月
の
間
に
２
〜
３
回
に
分
け
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第４図　芽かき 

直立して勢いが強く 
なるので芽かきをす 
る。 

１カ所から２本出て 
いるので１本にする。 

枝と枝の間 
は狭くなる 
ので間引く。 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

第２表　イチジクの施肥計画例 

12月上中旬 
と 

２月下旬 

6月上旬 
と 

8月上旬 

9月上旬 

鶏ふん 高度化成 
肥料 

熔成 
リン肥 

苦土石灰 積み肥 施肥目的 

4.5 

2.4 

0.8

－ 

0.5 

0.2

0.2 

0.3 

－ 

－ 

－ 

－ 

20.0 

－ 

－ 

肥料 
施肥期 

（成木１本当たり量kg） 

元肥、有機質肥料
主体 
2回に分けて2分の
1ずつ施す 
夏肥、果実の発育
と枝の充実 
2回に分けて2分の
1ずつ施す 

秋肥（お礼肥）、　
樹勢回復と養分
貯蔵 

第５図　不定芽とひこばえ 

不定芽 
葉のない場所 
から出る芽 （　　　　） 

ひこばえ 
株元から 
伸びる枝 （　　　） 

第６図 
熟期促進の油処理 
マッチ棒 
オリーブ油 
目 

第３表　イチジクの生育経過と主な作業 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121月 

剪定 剪定 

夏肥 夏肥 秋肥 

芽かき・間引き 

元肥 

収穫 

元肥 

休眠期 

結
実
始 

果
実
肥
大
中
期 

果
実
肥
大
後
期 

休眠期 発芽 枝伸長 

肥大・成熟期 
生
育
経
過 

主
な
作
業 

↑貯蔵しておいた挿し穂を３
月に挿し木する。

↑「サンペドロホワイト」。



家庭で育てる果樹講座

て
施
し
ま
す
。
チ
ッ
ソ
は
抑
え
て
カ
リ
を

多
く
与
え
ま
す
。
秋
肥
は
お
礼れ
い

肥ご
え

と
も
い

わ
れ
、
収
穫
後
の
樹
勢
回
復
と
、
翌
年
の

生
長
を
よ
く
す
る
た
め
に
施
し
ま
す
（
第

２
表
）。

5

収
穫

品
種
に
よ
っ
て
、
秋
果
だ
け
収
穫
す
る

も
の
、
夏
果
だ
け
の
も
の
、
秋
果
と
夏
果

の
両
方
を
収
穫
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
の
場
合
は
、
十
分
着
色
し
、
軽
く
触

れ
た
と
き
に
や
わ
ら
か
く
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
な
ら
し
て
、
日
を
お
き
ま

し
ょ
う
。
収
穫
後
の
果
実
は
、
傷
み
や
す

く
日
も
ち
し
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
朝
、

気
温
が
上
が
ら
な
い
う
ち
に
収
穫
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
生
食
以
外
で
は
、
ジ
ャ
ム
や
冷

果
（
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
）
に
し
て
も
お
い
し

く
い
た
だ
け
ま
す
。

6

熟
期
促
進（
油
処
理
・
オ
イ
リ
ン
グ
）

熟
す
る
の
を
７
〜
10
日
程
度
早
く
す
る

方
法
で
す
。
果
実
が
大
き
く
な
り
、
緑
色

が
や
や
黄
色
み
を
帯
び
て
、
頂
部
の
目
の

周
囲
が
赤
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
に
、
オ
リ

ー
ブ
油
を
１
滴
、
目
の
上
に
落
と
し
ま
す
。

油
は
サ
ラ
ダ
油
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
一
度
に
多
く
の
油
処
理
を
す
る
と
、

樹
を
弱
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
効
果
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
１
本
の
枝
に
つ
き
１
個
に

し
ま
す
（
第
１
・
第
６
図
）。

7

整
枝
・
剪
定

イ
チ
ジ
ク
は
収
穫
が
長
く
続
く
の
で
、

作
業
が
楽
に
で
き
る
樹
形
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
開
張
性
の
あ
る
「
桝ま
す

井い

ド
ー
フ
ィ
ン
」

な
ら
、
杯
状
形
や
一
文
字
形
が
適
し
て
い

ま
す
。
充
実
し
た
枝
で
あ
れ
ば
確
実
に
各

節
に
結
果
し
ま
す
の
で
、
弱
い
枝
や
強
す

ぎ
る
徒
長
枝
は
間
引
く
よ
う
に
し
ま
す
。

交
差
し
た
り
、
混
み
合
っ
た
り
し
て
い
る

枝
は
、
間
引
く
か
切
り
返
す
か
し
て
空
間

を
つ
く
り
ま
す
。
夏
果
の
な
る
品
種
は
、

先
端
を
切
り
返
さ
ず
そ
の
ま
ま
に
し
ま
す
。

時
期
は
、
12
月
〜
１
月
が
適
し
て
い
ま
す

（
第
７
・
第
８
・
第
９
図
）。
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第９図　細部の剪定第９図　細部の剪定 第９図　細部の剪定 
1.徒長枝だが周囲に枝が少な
いため短く切り返しておく。
新しい枝が伸びてくる。 

2.徒長枝は元から間引く。 
3.下垂枝は間引く。 
4.主枝に近いので間引く。 
5.主枝の延長枝は少し長くし
て、５～６芽くらいで切り返す。 

6.普通３～４芽残して切り返す。 
7.弱い枝は１～２芽残して切る。 
8.枝が混雑するので間引く。 

1
2

3

4

5

6
7

88

芽 

〔芽の拡大図〕 

果実のなったあと 

葉のついて 
いたあと 

第８図　イチジクの結果習性 
　　　　（果実のなり方） 

昨年末 本年夏 

第７図　イチジクの樹形 
開 心 形 杯 状 形 

一文字形 

収量が多く品質もよいが、木が高
くなるため収穫に手間がかかる。 

枝の先を二分していく整枝
法で、枝の勢いが強くならず、
樹高が低いので収穫しやすい。 

樹高が低く、容積も少ないの
で管理がしやすい。１芽剪定
で機械的にできるため、初め
ての人でも取り組みやすい。 

「桝井ドーフィン」や「カドタ」、「サ
ンペドロホワイト」、「ビオレドー
フィン」など多くの品種で可能。 

立性で強く伸
びる「蓬莱柿」
や「カドタ」な
どによい。 

開張性の「桝
井ドーフィン」や
「ブルンスウィッ
ク」などによい。 

主枝 

主
幹 

40B

20B

結果母枝 

結果母枝 
主枝 主幹 

結果枝 

針金 

針金針金 
8～10番線番線 
針金 
8～10番線 

主枝 
主幹 

結
果
枝 

40B
20B

120～ 
150B50～ 

　80B

第４表　イチジクの病害虫と生理的障害 

ネコブセンチュウ 
（ネマトーダ） 

土中に存在する病菌が、はねあがった雨によってイチジクに伝染し、枝や
葉、果実に発病する。果面を白いカビがおおい、軟腐させる。土の表面
に敷きわらやビニールマルチをする。６～７月にボルドー液を散布する。 

クワカミキリの加害が多い。幼虫が樹幹内に侵入して内部を食害し、木
を弱らせる。結実不良となり、枝が強風で折損しやすくなる。成虫が７～８
月に出てきて枝に産卵する。成虫を捕殺し、卵を見つけてつぶす。 

根に寄生して虫コブをつくり、樹液を吸うことで木を衰弱させる。有機物を
土に多く施して木の生育を強くし、耐病性を高める。虫コブが多数ついて
いるときは、木を抜いて焼却する。ネマモールを１G当たり２R潅注する。 

同じ場所にイチジクを連作すると、新しい木の生育を害し、ひどいときは枯
死する。前作の残根の分解物による作用や、ネマトーダの多発によって
起こる。残根の除去と客土、ネマトーダの駆除が必要。連作しないこと。 

疫　病 
えき びょう 

カミキリムシ 

連作障害 
（忌地） 

いや ち 

↑剪定前。

↑剪定後。

↑「桝井ドーフィン」。


